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北
陸
の
道
祖
神 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

滝
本 

や
す
し 

  

北
陸
三
県
に
み
ら
れ
る
道
祖
神
を
ま
と
め
た
。
次
の
も
の
は
省
い
て
い
る
。 

・
道
祖
神
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
造
形
が
異
な
る
も
の
。 

・
昭
和
四
十
年
以
降
の
作
と
思
わ
れ
る
も
の
。 

 

富
山
県
の
道
祖
神 

 

男
女
二
神
像
の
道
祖
神
が
み
ら
れ
る
の
は
、
近
年
作
ら
れ
た
も
の
を
除
き
、
飛
騨
街
道

に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
下
タ
道
と
呼
ば
れ
る
神
通
川
右
岸
に
集
中
し
て

い
る
。
在
銘
の
も
の
で
最
も
古
い
も
の
は
富
山
市
東
猪
谷
カ
モ
ン
ケ
の
文
政
三
年(

一
八
二

〇)

で
、
最
も
新
し
い
も
の
は
富
山
市
奥
山(

長
棟)

の
大
正
十
二
年(

一
九
二
三
）
で
あ
る
。 

 

文
字
塔
が
み
ら
れ
る
の
は
旧
北
陸
道
、
立
山
道
、
山
田
湯
道
で
あ
る
。
男
女
二
神
像
が

み
ら
れ
る
飛
騨
街
道
に
は
、
文
字
塔
は
一
基
も
確
認
し
て
い
な
い
。
旧
北
陸
道
の
も
の
は

比
較
的
古
い
よ
う
で
、
滑
川
市
柳
原
の
櫟
原
神
社
の
も
の
に
は
天
保
十
二
年(
一
八
四
一)

の
銘
が
み
ら
れ
る
。
山
田
湯
道
の
も
の
は
新
し
く
明
治
以
降
の
作
で
あ
る 

 

石
川
県
の
道
祖
神 

 

石
川
県
に
は
道
祖
神
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
近
年
作
ら
れ
た
男
女
二
神
像
を
除
く

と
文
字
塔
が
二
基
の
み
で
あ
る
。
能
登
方
面
に
は
、
一
基
も
確
認
し
て
い
な
い
。 

 

福
井
県
の
道
祖
神 

 

福
井
県
で
は
道
祖
神
を
一
基
も
確
認
し
て
い
な
い
。
越
前
地
方
に
愛
の
神
と
称
す
る
男

女
二
神
像
が
み
ら
れ
、
道
祖
神
信
仰
と
同
様
の
信
仰
に
よ
る
造
立
と
考
え
ら
れ
る
。 

入
善
町
上
野
の
塞
神 

 

人
善
町
上
野
の
竹
内
皎
三
宅
の
裏

に
、
自
然
石
に
「
塞
神
」
と
刻
ま
れ

た
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
高
さ

八
八
cm
。
町
内
で
は
年
に
一
度
「
塞

神
祭
り
」
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

あ
る
。 

 

黒
部
市
宇
奈
月
町
下
立
中
ノ
口
の
道
祖
神 

 

宇
奈
月
町
下
立
中
ノ
口
の
旧
北
陸

道
の
上
街
道
ぞ
い
に
、自
然
石
に
「
道

祖
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
置
か
れ

て
い
る
。
左
側
面
に
「
午
二
月
吉
日
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
反
対
面
に
は
年

号
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の

だ
が
磨
滅
し
て
い
て
判
読
で
き
な
い
。

高
さ
約
四
八
cm
。
こ
こ
は
愛
本
橋
の

近
く
で
、
黒
部
川
を
越
え
る
交
通
の

要
所
で
あ
る
。 

 

黒
部
市
宇
奈
月
町
下
立
の
道
祖
神 

 
宇
奈
月
町
下
立
の
、
旧
北
陸
道
上

街
道
よ
り
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
山

側
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
「
道
祖
神
」

と
刻
ま
れ
た
角
柱
型
の
石
塔
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
六
七
cm
。 

 



滑
川
市
柳
原
櫟
原
神
社
の
道
祖
神 

 
柳
原
の
櫟
原
神
社
の
境
内
に
「
道
祖

神
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
高
さ
約
一
四
二
cm
の
花
崗
岩

製
の
立
派
な
石
塔
で
「
天
保
十
二
辛
丑

年
」
の
銘
が
あ
る
。
文
字
塔
と
し
て
は

富
山
県
内
で
唯
一
、
江
戸
時
代
の
銘
が

入
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

滑
川
市
常
盤
町
櫟
原
神
社
の
道
祖
神 

 

前
出
と
同
じ
名
前
の
櫟
原
神
社
で

あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
常
盤
町
で
海
岸
の

す
ぐ
近
く
で
あ
る
。
自
然
石
に
「
道
祖

神
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
高
さ
約
八
七

cm
。
立
派
な
台
座
の
上
に
の
せ
ら
れ

て
お
り
前
に
は
鳥
居
が
建
っ
て
い
る
。

旧
道
沿
い
に
あ
っ
た
の
を
境
内
に
移

し
た
と
い
う
。 

 

滑
川
市
加
島
加
積
雪
嶋
神
社
の
道
祖
神 

 

海
岸
の
す
ぐ
近
く
の
加
積
雪
嶋
神

社
の
境
内
に
、
自
然
石
に
「
道
祖
神
」

と
刻
ん
だ
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

高
き
一
〇
五
cm
。
こ
こ
は
旧
北
陸
道

か
ら
立
山
道
へ
の
分
岐
点
に
あ
た
り
、

こ
の
後
ろ
に
は
道
標
や
庚
中
塔
な
ど

が
林
立
し
て
い
る
。 

立
山
町
岩
峅
寺
の
道
祖
神 

 

岩
峅
寺
の
四
ツ
角
に
「
不
動
明
王
」

と
刻
ま
れ
た
大
き
な
石
塔
が
建
て
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
脇
に
「
道
祖
神
」

の
文
字
塔
が
建
っ
て
い
る
。
高
さ
約

七
二
cm
で
「
道
祖
神
」
の
上
に
は
「
ウ

ー
ン
」
の
種
子
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

  

立
山
町
宮
路
の
道
祖
神 

 

岩
嶮
寺
の
道
祖
神
か
ら
百
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
南
の
、
宮
路
の
道
路
脇
に
置
か

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
も
「
ウ
ー

ン
・
道
祖
神
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
小

さ
な
石
塔
で
高
さ
は
わ
ず
か
二
七
cm

ほ
ど
で
あ
る
。 

  

富
山
市
水
橋
町
天
満
宮
の
道
祖
神 

 

天
満
宮
の
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い

る
。「
道
祖
神
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、

銘
文
な
ど
は
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。 

    



富
山
市
岩
瀬
梅
本
町
の
道
祖
神 

 
地
蔵
堂
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

舟
型
に
加
工
さ
れ
た
石
の
中
央
に

大
き
く
「
産
子
神
」
と
刻
み
、
そ
の

右
側
に
「
道
祖
神
」
左
側
に
「
庚
申

神
」
と
刻
ん
で
い
る
。 

   

富
山
市
西
ノ
番
の
道
祖
神 

 

西
ノ
番
の
集
落
か
ら
少
し
は
ず

れ
た
水
田
の
脇
に
、
庚
申
塔
な
ど
と

と
も
に
自
然
石
に
「
道
祖
神
」
と
刻

ん
だ
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

高
さ
約
一
二
六
cm
。 

  

富
山
市
秋
ケ
島
大
日
八
幡
神
社
の
道
祖
神 

 

富
山
空
港
の
す
ぐ
近
く
の
秋
ヶ

島
大
日
八
幡
神
社
の
境
内
に
「
道
祖

神
」
と
刻
ん
だ
石
塔
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
高
さ
五
四
cm
。
境
内
に
は
他

に
も
多
く
の
石
塔
な
ど
が
み
ら
れ

る
。 

   

富
山
市
奥
山(

長
棟)

の
道
祖
神 

 

旧
大
山
町
の
山
の
奥
、
岐
阜
県
と

の
県
境
に
近
い
長
棟
は
、
江
戸
時
代

に
は
鉛
鉱
山
の
町
と
し
て
栄
え
た
が
、

昭
和
二
年
に
廃
村
に
な
っ
た
。
集
落

跡
の
入
り
口
の
小
堂
に
、
不
動
明
王

と
共
に
男
女
二
神
が
彫
ら
れ
た
道
祖

神
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
男
女
並
立

像
で
「
大
正
十
二
年
十
月 

山
村
源

次
郎
」
の
銘
が
あ
る
。
廃
村
の
わ
ず

か
四
年
ほ
ど
前
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

   

富
山
市
今
生
津
の
道
祖
神 

 

飛
騨
街
道
の
東
街
道(

下
タ
道)

に

は
、
男
女
二
神
像
が
彫
ら
れ
た
道
祖

神
が
多
く
み
ら
れ
る
。
旧
大
沢
野
町

今
生
津
の
道
祖
神
は
こ
の
街
道
で
は

最
も
北
に
位
置
す
る
。
男
女
並
立
像

で
「
大
正
四
年
三
月 

大
田
寅
之
助
」

の
銘
が
入
っ
て
い
る
。
高
さ
三
〇
cm
。 

     



富
山
市
布
尻
の
道
祖
神 

 
布
尻
の
街
道
脇
に
あ
る
小
堂
に
、

四
個
体
の
男
女
二
神
像
が
納
め
ら

れ
て
い
る
。
平
成
六
年
に
、
新
し
い

堂
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
向
か
っ
て

右
側
か
ら
順
に
見
て
行
き
た
い
。 

  

い
ち
ば
ん
右
側
の
道
祖
神
は
男

女
並
立
像
で
あ
る
。
他
の
三
個
体
に

は
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
れ
に
は
入
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

高
さ
五
四
cm
。 

   

右
か
ら
二
番
目
の
道
祖
神
は
男

神
が
立
っ
て
お
り
、
そ
の
脇
で
女
神

が
寄
り
添
う
よ
う
に
ひ
ざ
ま
づ
い

て
い
る
。
嘉
永
五
年
の
銘
が
入
っ
て

い
る
。 

高
さ
六
二
cm
。 

       

右
か
ら
三
番
目
の
道
祖
神
も
男
女

並
立
像
で
あ
る
。
他
の
三
個
体
と
比
べ

る
と
、
彫
り
方
が
や
や
稚
拙
で
あ
る
。

文
政
七
年
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。 

高
さ
三
四
cm
。 

         

い
ち
ば
ん
左
側
の
道
祖
神
は
、
男
女

並
立
像
で
安
政
六
年
の
銘
が
入
っ
て

い
る
。
一
度
盗
難
に
あ
っ
た
の
だ
が
、

発
見
さ
れ
て
戻
っ
て
き
た
。 

高
さ
三
三
cm
。 

        



富
山
市
舟
渡
の
道
祖
神 

 
舟
渡
の
集
落
の
は
ず
れ
、
東
猪
谷

へ
向
か
う
坂
の
途
中
の
切
り
通
し
に

置
か
れ
て
い
る
。
男
女
並
座
像
で
年

号
は
入
っ
て
い
な
い
。
高
さ
三
八
cm
。 

       

富
山
市
東
猪
谷
シ
モ
ン
ケ
の
道
祖
神 

 

東
猪
谷
シ
モ
ン
ケ
の
坂
上
隆
市
宅
前
の
小
堂
に
、
五
個
体
の
男
女
二
神
像
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。
向
か
っ
て
右
側
の
像
か
ら
見
て
い
き
た
い
。 

  

い
ち
ば
ん
右
の
道
祖
神
は
男
神
が

座
像
、
女
神
が
立
像
で
あ
る
。
女
神

が
男
神
の
ほ
う
へ
手
を
さ
し
の
べ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
年
号
な
ど
は

刻
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
高
さ
約

三
三
cm
。 

     

 

右
か
ら
二
番
目
の
道
祖
神
は
男
女

並
立
像
で
あ
る
。
「
下
タ
村
長
三
郎
」

の
銘
が
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、
年
号

が
刻
ま
れ
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
と

し
な
い
。 

高
さ
三
五
cm
。 

      

中
央
の
道
祖
神
は
男
女
並
座
像
で

あ
る
。
磨
減
し
て
お
り
顔
の
表
情
な

ど
が
は
っ
き
り
と
し
な
い 

。
高
さ
約
四
四
cm
。 

      

左
か
ら
二
番
目
の
道
祖
神
は
男
女

並
立
像
で
あ
る
。
高
さ
約
七
四
cm
で

あ
り
、
富
山
県
内
の
像
塔
の
中
で
は

最
も
大
き
い
。「
文
政
十
三
庚
寅 

當

村
十
兵
衛
」
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。 

  



 
い
ち
ば
ん
左
の
道
祖
神
は
男
女
並

座
像
で
あ
る
。
他
の
四
個
体
と
は
大
き

く
像
容
が
異
な
っ
て
い
る
。「
男
女
宮 

大
正
六
年
建
之
」
の
銘
が
入
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
男
女
宮(
黄
道
十
二
宮
の
双
子

座)

を
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ

れ
に
は
「
キ
ャ
」
と
み
ら
れ
る
種
子
も

刻
ま
れ
て
い
る
。
高
さ
四
〇
cm
。 

 

富
山
市
東
猪
谷
カ
モ
ン
ケ
の
道
祖
神 

 

東
猪
谷
カ
モ
ン
ケ
の
集
落
の
南
は

ず
れ
の
街
道
脇
に
、
大
日
如
来
な
ど
と

と
も
に
二
個
体
の
男
女
二
神
像
が
並

べ
ら
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
い
ち
ば
ん

左
に
も
う
一
個
体
男
女
並
立
像
が
あ

っ
た
の
だ
が
、
盗
難
に
あ
い
現
在
は
み

ら
れ
な
い
。 

  

現
在
あ
る
二
個
体
は
共
に
男
女
並

座
像
で
あ
る
。
右
側
の
道
祖
神
に
は
文

政
三
年
の
銘
が
入
っ
て
お
り
、
富
山
県

内
の
在
銘
道
祖
神
の
中
で
は
最
も
古

い
も
の
で
あ
る
。
高
さ
約
四
九
cm
。 

  

向
か
っ
て
左
側
の
も
の
に
は
弘
化

三
年
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。 

高
さ
約
三
五
cm
。 

富
山
市
猪
谷
の
道
祖
神 

 

飛
騨
街
道
の
東
街
道
に
は
多
く
の

男
女
二
神
像
が
み
ら
れ
る
が
、
西
街

道(

上
街
道)

に
は
こ
の
一
個
体
の
み

で
あ
る
。
男
女
並
立
像
で
、
女
神
が

男
神
に
酌
を
し
て
い
る
祝
言
像
で
あ

る
。「
明
治
卅
五
年
十
月
中
田
徳
平
立
」

の
銘
が
あ
る
。
高
さ
四
四
cm
。 

  

富
山
市
八
尾
町
下
仁
歩
の
道
祖
神 

 

下
仁
歩
集
落
内
の
、
丸
山
と
称
さ

れ
る
岩
盤
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

正
面
に
「
道
祖
神
」
と
刻
み
、
裏
面

に
「
明
治
廿
九
年
九
月
建
■ 

若
林

長
太
郎
」
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。
若

林
長
太
郎
は
石
工
名
で
あ
る
。 

 

富
山
市
山
田
村
湯
牛
嶽
社
の
道
祖
神 

 

山
田
温
泉
の
す
ぐ
近
く
の
牛
嶽
社

の
鳥
居
の
脇
に
、
石
を
積
み
上
げ
た

基
檀
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
自
然

石
に
大
き
く
美
し
い
書
体
で
「
道
祖

神
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。「
大

正
十
三
年
十
月
建
設
」
の
銘
が
入
っ

て
い
る
。
高
さ
約
一
二
四
cm
。 

 



富
山
市
山
田
村
小
谷
の
道
祖
神 

 
山
田
村
小
谷
の
集
落
の
三
叉
路
に

建
て
ら
れ
て
い
る
。
自
然
石
に
「
道

祖
神
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
年
号

な
ど
は
入
っ
て
い
な
い
。 

高
さ
約
九
〇
cm
。 

 

射
水
市
中
新
湊
江
柱
庚
申
堂
の
道
祖
神 

 

江
柱
庚
申
堂
の
脇
に
建
て
ら
れ
て

い
る
。
海
石
を
用
い
て
い
る
大
き
な

石
塔
な
の
だ
が
「
神
」
の
文
字
も
読

み
づ
ら
い
ほ
ど
に
磨
滅
し
て
い
る
。

平
成
七
年
の
道
路
拡
張
に
よ
っ
て
少

し
位
置
が
ず
ら
さ
れ
た
。 

高
さ
約
一
四
五
cm
。 

 

砺
波
市
寺
尾
の
道
祖
神 

 

寺
尾
温
泉
の
向
か
い
に
建
て
ら
れ

て
い
る
。
角
拝
型
に
加
工
さ
れ
た
前

面
に
、
大
き
く
美
し
い
書
体
で
「
道

祖
神
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
明
治
二

〇
年
、
山
田
村
へ
向
か
う
道
路
が
開

通
し
た
時
に
建
て
ら
れ
た
そ
う
だ
。

願
主
、
世
話
人
、
発
起
人
等
の
多
く

の
人
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
台
石
は

道
標
を
兼
ね
て
い
る
。 

高
さ
約
一
二
五
cm
。 

砺
波
市
庄
川
町
三
谷
の
林
道
祖
神 

 

三
谷
の
林
道
入
り
口
に
建
て
ら
れ

て
い
る
。
背
の
高
い
角
柱
型
に
加
工
さ

れ
た
前
面
に
、
大
き
く
「
林
道
祖
神
」

と
刻
ん
で
い
る
。「
昭
和
廿
年
九
月 

願
主
牛
嶽
鑛
泉
」
の
銘
が
あ
り
、
林
道

開
通
時
に
建
て
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

高
さ
一
四
八
cm
。 

 

南
砺
市
利
賀
村
栗
当
の
猿
田
彦
神
像 

 

砺
波
市
庄
川
町
湯
谷
よ
り
南
砺
市

利
賀
村
栗
当
に
入
る
村
境
の
路
傍
に
、

猿
田
彦
神
像
と
み
ら
れ
る
石
像
が
立

っ
て
い
る
。
左
の
手
を
利
賀
村
栗
当
の

ほ
う
に
差
し
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
栗

当
へ
の
道
案
内
を
し
て
い
る
姿
で
あ

り
、
道
祖
神
的
要
素
が
強
い
と
思
わ
れ

る
。 

  

白
山
市
奥
池
の
道
祖
神 

 
旧
河
内
村
奥
池
の
炭
焼
き
小
屋
は
、

昭
和
三
八
年
の
豪
雪
で
倒
壊
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
炭
焼
き
小
屋
跡
へ
向
か

う
道
の
切
り
通
し
の
中
に
「
道
祖
神
」

と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
置
か
れ
て
い
る
。

高
さ
約
七
四
cm
。 



加
賀
市
大
聖
寺
永
町
の
美
地
乃
神 

 
大
聖
寺
高
校
裏
の
路
傍
に
「
防
火

美
地
乃
神
」
と
刻
ま
れ
た
大
き
な
石

塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。「
美
地
乃
神
」

は
「
道
の
神
」
に
か
け
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
道
祖
神
的
な
意
味

も
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
高
さ

約
一
五
九
cm
。
運
搬
時
の
重
量
を
減

ら
す
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
裏
面
が
大

き
く
彫
り
く
ぼ
め
ら
れ
て
い
る 

 

あ
わ
ら
市
北
潟
東
の
愛
の
神 

 

北
潟
湖
畔
の
旧
道
沿
い
の
路
傍
に

清
水
が
湧
い
て
い
る
。
こ
の
清
水
の

裏
に
は
小
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

男
女
二
神
像
が
彫
ら
れ
た
石
室
が
納

め
ら
れ
て
い
る
。
石
室
前
面
の
左
右

の
柱
に
は
「
奉
建
立
愛
乃
御
神
石
室 

施
主
」
「
干
時
永
禄
八
年
五
月
吉
日
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
永
禄
八
年
の
造

立
で
あ
り
、
道
祖
神
信
仰
発
祥
に
近

い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
だ

が
、
同
様
の
信
仰
が
こ
の
地
に
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
越
前
地
方
に
は
双
体

神
像
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
、
他

の
も
の
は
稚
拙
で
あ
る
。 

案
内
板
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。 

愛
の
神
と
お
清
水
の
由
緒 

往
古
よ
り
こ
こ
に
清
水
が
、
滾
々
と
湧
き
出
し
、
村
人
は
、
命
を
育
む
こ
の
水
の
恵
み
に
感
謝
し
、

永
禄
八
年(

一
五
六
五)

、
愛
の
神
を
お
祀
り
し
た
。
愛
の
神
は
、「
ア
イ
ノ
カ
ミ(

饗
の
神)

」
と
い

わ
れ
、
田
の
神
、
水
の
神
で
、
夫
婦
神
と
さ
れ
て
い
る
。
爾
来
氏
神
八
雲
神
社
の
祭
礼
の
前
日
に
、

こ
の
井
戸
水
が
祓
い
清
め
ら
れ
、
供
物
の
米
を
蒸
す
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十

三
年
の
福
井
大
震
災
の
折
も
、
濁
る
こ
と
な
く
ゆ
た
か
に
湧
き
出
し
て
、
多
く
の
人
が
、
こ
の
清

水
に
救
わ
れ
た
と
い
う
。 

 

追
記 

 

滑
川
市
田
中
町
の
天
満
宮
境
内
に

「
道
祖
神
」
と
刻
ま
れ
た
文
字
塔
を

確
認
し
た
。
右
側
面
に
「
大
正
九
年

開
帳
記
念
日
」、
裏
面
に
発
起
人
お
よ

び
世
話
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

      



北陸三県道祖神一覧 
 

昭和４０年以降の作と思われるものは除外している。 
 

報告者 Ｈ:平井一雄(富山市) Ｏ:尾田武雄(砺波市) 

              Ｔ:滝本やすし(金沢市) Ｙ:山本昭治(鯖江市) 
 

住所 所在地 主尊(主文) 年号 西暦 備考 報告者 

入善町上野 路傍 「塞神」    Ｔ 

黒部市宇奈月町下立 路傍 「道祖神」    Ｔ 

黒部市宇奈月町下立 路傍 「道祖神」    Ｔ 

滑川市柳原 櫟原神社 「道祖神」 天保 12年 1841  Ｔ 

滑川市常盤町 櫟原神社 「道祖神」    Ｔ 

滑川市加島町 加積雪嶋神社 「道祖神」    Ｔ 

滑川市田中町 天満宮 「道祖神」 大正９年 1920   

立山町岩峅寺 路傍 「ウーン･道祖神」    Ｔ 

立山町宮路 路傍 「ウーン･道祖神」    Ｔ 

富山市水橋町 天満宮 「道祖神」    Ｈ 

富山市岩瀬梅本町 路傍 「道祖神･産子神･庚申神」    Ｔ 

富山市西ノ番 路傍 「道祖神」    Ｔ 

富山市秋ヶ島 大日八幡神社 「道祖神」    Ｔ 

富山市奥山(長棟)  双体像(男女並立) 大正 12年 1923  ＯＨＴ 

富山市今生津 路傍 双体像(男女並立) 大正４年 1915  Ｈ 

富山市布尻 路傍   １ 双体像(男女並立) 安政６年 1859  Ｈ 

   同 同    ２ 双体像(男女並立) 文政７年 1824  Ｈ 

   同 同    ３ 双体像(男立女座) 嘉永５年 1852  Ｈ 

   同 同    ４ 双体像(男女並立)    Ｈ 

富山市舟渡 路傍 双体像(男女並座)    Ｈ 

富山市東猪谷シモンケ 路傍   １ 双体像(男女並座) 大正６年 1917 男女宮 Ｈ 

   同 同    ２ 双体像(男女並立) 文政 13年 1830  Ｈ 

   同 同    ３ 双体像(男女並座)    Ｈ 

   同 同    ４ 双体像(男女並立)    Ｈ 

   同 同    ５ 双体像(男立女座)    Ｈ 

富山市東猪谷カモンケ 路傍   １ 双体像(男座女立) 弘化３年 1846  Ｈ 

   同 同    ２ 双体像(男女並座) 文政３年 1820  Ｈ 

   同 同    ３ 双体像(男女並立)   行方不明 Ｈ 

富山市猪谷 路傍 双体像(男女並立) 明治 35年 1902  Ｈ 

富山市八尾町下仁歩 路傍 「道祖神」 明治 29年 1896  Ｈ 

富山市山田村湯 牛嶽社 「道祖神」 大正 13年 1924  Ｔ 

富山市山田村小谷 路傍 「道祖神」    Ｔ 

射水市中新湊 江柱庚申堂 「道祖神」    Ｔ 

砺波市寺尾 路傍 「道祖神」 明治 20年 1887  Ｏ 

砺波市庄川町三谷 路傍 「林道祖神」 昭和 20年 1945  Ｏ 

南砺市利賀村栗当 路傍 猿田彦神像    Ｔ 



 

白山市奥池 路傍 「道祖神」    Ｔ 

加賀市大聖寺永町 路傍 「防火・美地乃神」    Ｔ 

 

あわら市北潟東 路傍 双体像(男女並座) 永禄８年 1565 愛の神 Ｔ 

坂井市三国町玉ノ江 春日神社 双体像(並立)   愛の神？ Ｙ 

坂井市坂井町島 春日神社 双体像(男女並座)   愛の神？ Ｔ 

坂井市春江町高江 住吉神社 双体像(並座)   愛の神？ Ｙ 

坂井市春江町西長田 長田神社 双体像(並座)   愛の神？ Ｔ 

福井市殿下町 天満神社 双体像(並座)   愛の神？ Ｔ 

福井市河内町 白山神社 双体像(並座)   愛の神？ Ｔ 

越前町佐々生  双体像   愛の神？ (資料) 

南越前町東大通 羽太神社 双体像(並立)   愛の神？ Ｙ 

 


